
国内製造各社の受入希望
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く2Jその他要因を考慮した調整

国内自給の推進には将来にわたって安定的に原料血衆が確保.供給され
る必要があり二 このためには毎年度献血者を安定的に確保する必要がある

ので1製造業者の輝料血梁必要量に多少の余裕を見込んだ確保目標量の設
定が必要と考えられト平成1 9年度の確保目標量は,原料血衆必要量に製
造業者の在庫として3万リットルの上乗せを行ったところであるo
平成20年度においても-平成1 9年度と甲様に3万リットルの上乗せ

を行うo

以上の状況から,平成2 0年度原料血紫確保目標量を1 00万リットルと定
め1国1都道府県及び日本赤十字社はその達成に向けて努力するとともに,.国
内製造業者に対しては各社に配分された頻料血衆相当の献血由来製剤を製造.
供給するよう要請するo

なお,原料血梁の確保については-平成1 7年の国勢調査結果による人口を
基準にして各都道府県態目標量を割り当てることとしたいo


